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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
つ
つ
が
な
く
新

し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
11
日
午
後
2
時
46

分
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
巨
大
な
地
震
、
そ
れ
に

続
く
津
波
が
東
日
本
を
襲
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
で
す
。
被

災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
、
改

め
ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。と
り
わ
け
、

震
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。

　

私
も
６
月
15
日
か
ら
、
大
船

渡
・
陸
前
高
田
・
南
三
陸
町
・

気
仙
沼
、
仙
台
、
福
島
の
各
地

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
津

波
に
襲
わ
れ
た
港
が
一
瞬
の
内

に
飲
み
込
ま
れ
、
飛
行
機
や
船

が
陸
地
に
押
し
流
さ
れ
、
そ
し

て
ガ
レ
キ
の
山
、
家
の
土
台
だ

け
が
点
々
と
、
と
い
っ
た
光
景

を
目
の
当
た
り
に
し
、
正
直
、

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
感
情
で

胸
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
震
災
発
生
後
、
各
労
働
団

体
、事
業
団
体
の
皆
様
方
に
は
、

カ
ン
パ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ま
た
各
々
の
立
場
で
の
救

援
活
動
に
極
め
て
大
き
な
役
割

を
発
揮
し
て
頂
き
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
復
興
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
私
た
ち

も
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
円
高
・
電
力
不
足
・

経
済
連
携
協
定
の
遅
れ
・
法
人

税
問
題
等
々
、
厳
し
い
環
境
の

中
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
雇
用

問
題
に
つ
い
て
は
、
海
外
展
開

に
よ
る
さ
ら
な
る
空
洞
化
が
、

最
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
下
請
け
・
関
連
企
業
の

先
ま
で
目
配
り
を
し
な
が
ら
、

個
別
企
業
を
超
え
た
産
業
全
体

の
問
題
と
し
て
企
業
の
社
会
的

責
任
を
求
め
つ
つ
、
雇
用
の
確

保
安
定
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

社
会
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除

く
た
め
に
、「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
、
労

働
団
体
や
事
業
団
体
の
力
を
お

借
り
し
、
職
場
・
地
域
・
家
庭

に
存
在
す
る
諸
課
題
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
京
都
労
福
協
は
、「
連

帯
・
協
同
で
安
心
・
共
生
の
福

祉
社
会
」
実
現
に
向
け
、
運
動

の
原
点
で
あ
る「
福
祉
は
一
つ
」

の
精
神
継
承
を
訴
え
て
い
き
ま

す
。

　

２
０
１
２
年
が
皆
様
方
に

と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
そ
し
て
、
名
実
と
も
に

復
興
元
年
、
希
望
の
新
年
と
な

り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く

　
　
　

お
願
い
し
ま
す

京
都
労
福
協
役
職
員
一
同

会　

長　
　
　

細
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三
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会
長　
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憲
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岸
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茂
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岡
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山
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哲
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清
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潤
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田
中　

準
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京
都
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西
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義
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

�

京
都
市

統
括
部
長　
　

岡
田　

信
江

Ｌ
Ｓ
Ｃ
事
務
長　

藤　
　
　

喬
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11
月
25
日
（
金
）
午
後
、
東
京
・
総

評
会
館
に
於
い
て
、
第
60
回
定
期
総
会

が
、
13
事
業
団
体
、
41
労
働
団
体
、
46

都
道
府
県
か
ら
２
０
０
名
が
参
加
し
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
議
長
団
に
井
上
久
美
枝
・
政

労
連
書
記
長
と
岡
田
信
江
・
京
都
労
福

協
部
長
の
総
会
史
上
初
と
な
る
女
性
二

名
を
選
出
し
、
中
央
労
福
協
を
代
表
し

山
本
会
長
職
務
代
行
の
挨
拶
の
後
、
連

合
と
民
主
党
・
自
民
党
・
公
明
党
・
社

民
党
の
各
代
表
、
厚
生
労
働
省
・
金
子

労
働
基
準
局
長
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
湯
浅
事
務
局
長
か
ら
来
賓
の
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
２
０
１
１
年
度
の
活

動
・
会
計
・
会
計
監
査
の
各
報
告
と

２
０
１
２
年
度
の
活
動
方
針
案
・
予
算

案
を
承
認
し
た
後
役
員
選
出
が
行
わ

れ
、
会
長
に
古
賀
伸
明
・
連
合
会
長
、

事
務
局
長
に
大
塚
敏
夫
・
連
合
参
与
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
賀
会
長
は
新
任
挨
拶
の
中
で
、

１
９
４
４
年
Ｉ
Ｌ
Ｏ
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
宣
言
の
「
一
部
の
貧
困
は
全
体
の
繁

栄
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
」
と
い
う
言

葉
を
引
用
し
、
貧
困
と
格
差
拡
大
に
立

ち
向
か
う
決
意
を
表
明
さ
れ
、
記
念
す

べ
き
第
60
回
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

「
連
帯
経
済
に
お
け
る
協
同

　
　

組
合
の
新
た
な
展
開
」
開
催

　

11
月
25
日
（
金
）
午
前
、
第
60
回
定

期
総
会
の
前
段
に
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
中
央
労
福
協
が
、
２
０
１
２

年
国
際
協
同
組
合
年
に
向
け
「
協
同
組

合
の
新
た
な
展
開
に
関
す
る
研
究
会
」

を
設
置
し
、
１
年
半
に
わ
た
る
研
究
成

果
を
報
告
書
に
ま
と
め
、
こ
の
度
の
開

催
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

会
は
、
高
橋
事
務
局
長
の
進
行
で
、

最
初
に
研
究
会
の
主
査
を
務
め
た
高
木

郁
朗
・
日
本
女
子
大
学
名
誉
教
授
か
ら

研
究
会
報
告
を
中
心
に
問
題
提
起
を
受

け
、
そ
の
後
、
坪
郷　

實
・
早
稲
田
大

学
教
授
か
ら
「
地
域
活
動
を
す
る
協

同
組
合
と
新
し
い
公
共
」、
重
頭
ユ
カ

リ
・
農
林
中
金
総
研
主
任
研
究
員
か
ら

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
展
開
」
と
、
各
専
門
分

野
か
ら
の
提
言
が
あ
り
、
質
疑
・
意
見

交
換
の
後
、
日
本
生
協
連
、
労
金
協
会
、

全
労
済
、
労
協
連
、
医
療
生
協
の
各
協

同
組
合
が
報
告
書
へ
の
評
価
に
つ
い
て

コ
メ
ン
ト
し
、
最
後
に
高
橋
事
務
局
長

が
ま
と
め
を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。

　

中
部
労
福
協
研
究
集
会
開
催

　

10
月
20
日
（
木
）
～
21
日
（
金
）、

四
条
大
宮
の
京
都
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
に
於

い
て
、
２
０
１
１
年
度
中
部
労
福
協
研

究
集
会
が
、
近
畿
・
東
海
・
北
陸
の
12

府
県
か
ら
51
名
の
方
に
参
加
頂
き
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

松
林
副
会
長
（
三
重
労
福
協
）
の
司

会
で
、主
催
者
を
代
表
し
馬
場
会
長
（
福

井
労
福
協
）、
開
催
地
を
代
表
し
て
京

都
労
福
協
・
細
田
会
長
の
挨
拶
の
後
、

京
都
在
住
で
生
活
保
護
問
題
対
策
全
国

会
議
代
表
幹
事
の
尾
藤
廣
喜
弁
護
士
か

ら
「
生
活
保
護
『
改
革
』
こ
こ
が
問
題

だ
！
」
と
題
し
て
講
演
を
頂
き
、
続
い

て
京
都
在
住
の
歴
史
研
究
家
で
、
新
し

く
発
掘
し
た
史
跡
に
石
碑
を
建
て
る
運

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

京
都
歴
史
地
理
同
考
会
・
中
村
武
生
理

事
長
よ
り
、「
京
の
歴
史
を
堀
り
お
こ

す
」
と
題
し
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

勤
労
感
謝
の
日
に
あ
た
る
11
月
23

日
、
京
都
テ
ル
サ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
に
於
い
て
、
第
３
回
目
と
な
る
京
都

勤
労
者
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
も
京
都
テ
ル
サ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
の
休
業
日
を
利
用
し
、
各
種
マ

シ
ン
・
プ
ー
ル
な
ど
施
設
の
全
面
使
用

で
、
参
加
者
に
は
幅
広
く
体
験
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
午
前
・
午
後
二
部
制
か
ら
、

今
回
は
一
日
体
験
の
要
望
を
受
け
て
一

日
と
半
日
の
二
部
制
で
実
施
、
一
日
の

部
４
１
６
名
・
半
日
の
部
１
４
０
名
と

当
初
の
予
定
を
上
回
る
参
加
を
い
た
だ

き
、
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

福
知
山

　

福
知
山
で
は
11
月
５
日
（
土
）、
健

康
づ
く
り
フ
ェ
ア
の
一
環
と
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
昨
年
に
引
き

続
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

朝
か
ら
小
雨
の
降
る
中
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま

で
50
名
の
参
加
で
、
特
に
今
回
は
若
い

方
の
参
加
者
も
多
く
、
交
流
を
は
か
り

な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
も
含
め
て
満
足
の
出
来
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

丹
後
・
宮
津

　

丹
後
・
宮
津
は
12
月
３
日
（
土
） 

合

同
で
、
今
回
初
め
て
の
開
催
と
な
る
健

康
づ
く
り
フ
ェ
ア
を
、
79
名
の
皆
さ
ん

に
参
加
い
た
だ
き
野
田
川
体
育
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

種
目
は
マ
イ
パ
ッ
ク
と
い
う
名
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
一
種
で
、
木
の
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
木
の
パ
ッ
ク
（
円
盤
）
を

打
ち
目
標
枠
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
競

技
。
家
族
づ
れ
の
参
加
も
多
く
、
初
め

て
の
マ
イ
パ
ッ
ク
体
験
で
健
康
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
１
・
８
・
29
日
の
毎
土
曜
日
三

日
間
、
京
都
市
長
杯
争
奪
を
か
け
、
25

チ
ー
ム
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
も
雨
天
の
た
め
一
日
順
延
と
な
り
ま

し
た
が
、
あ
と
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
た
だ
き
無
事
終

了
し
ま
し
た
。

　

優　

勝　

Ｍ
Ｔ
Ｂ
（
京
都
交
通
労
組
）

　

準
優
勝　

ジ
ー
エ
ス
ユ
ア
サ

　

第
三
位　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
Ｓ
Ｃ

　

第
四
位　

新
日
本
理
化

　

乙
訓

　

11
月
２
日
（
水
）、
長
岡
京
市
中
央

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

に
於
い
て
、
結
成
35
周
年
記
念
式
典
が

60
名
の
出
席
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
一
部
は
落
語
研
修
会
を
行
い
、

「
21
世
紀
は
組
合
だ
」
と
題
す
る
、
桂

福
車
さ
ん
の
労
働
組
合
の
大
切
さ
を
訴

え
る
落
語
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
、
井
上

会
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
と
し
て
京
都

労
福
協
・
細
田
会
長
、
全
労
済
と
労
働

金
庫
各
代
表
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

長
岡
京
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
山
下
会

長
の
乾
杯
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

宮
津

　

11
月
27
日
（
日
）、
結
成
40
周
年
記

念
式
典
が
天
橋
立
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
盛
大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

 
 

第
一
部
は
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
、

「
地
震
を
知
っ
て
地
震
に
備
え
る―

東

日
本
大
震
災
の
教
訓
を
ど
う
生
か
す
か

―

」
と
題
し
て
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
・

梅
田
康
弘
氏
に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
が
新
し
い

中
、
参
加
者
一
同
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

 
 

第
二
部
で
は
、
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

と
し
て
、
京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
・

京
都
労
福
協
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の

ご
来
賓
に
出
席
い
た
だ
き
、
40
周
年
を

祝
い
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
宮
津
グ
ン
ゼ
琴
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
の
琴
演
奏
に
よ
り
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

労
福
協
活
動
の
節
目
と
な
る
行
事
で

あ
り
、
今
後
の
活
動
強
化
に
取
り
組
む

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

綾
部

　

綾
部
勤
労
者
福
祉
協
議
会
は

１
９
７
１
年
９
月
に
結
成
さ
れ
、
本
年

度
は
創
立
40
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。

記
念
行
事
と
し
て
12
月
11
日
（
日
）
に

京 

綾
部
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
山
崎
善

也
綾
部
市
長
、
京
都
府
中
丹
広
域
振
興

局
、
自
主
福
祉
事
業
団
体
な
ど
か
ら
御

来
賓
を
お
招
き
し
記
念
式
典
と
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
40
年
の
活

動
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
記
念
講

演
と
し
て
社
会
保
険
労
務
士
の
小
池
靖

子
さ
ん
を
講
師
に
、「
勤
労
者
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
と
公
的
補
助
」
の
テ
ー
マ

で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

40
年
間
の
活
動
は
時
代
の
変
遷
に
よ

り
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、「
福

祉
は
一
つ
」
の
精
神
は
昔
も
今
も
変
わ

ら
ず
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
日
本
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

イ
ン
カ
ム
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
同

志
社
大
学
経
済
学
部
・
山
森 

亮 

教
授

よ
り
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
と

は
ー
そ
の
思
想
と
論
点
」
の
テ
ー
マ
で

講
演
を
頂
き
、
二
日
間
の
研
修
で
、
生

活
保
護
給
付
費
膨
張
の
本
質
は
貧
困
の

拡
大
に
あ
る
こ
と
、
最
低
所
得
保
障
の

思
想
を
政
策
に
活
か
す
こ
と
、
歴
史
に

向
き
合
う
視
点
な
ど
を
学
び
終
了
し
ま

し
た
。

●
京
都
府
要
請

　

11
月
22
日
（
火
）、
ラ
ボ
ー
ル
京
都

に
於
い
て
、
連
合
京
都
・
京
都
総
評
、

労
働
金
庫
・
全
労
済
・
労
働
者
総
合
会

館
・
勤
労
者
学
園
の
代
表
者
に
参
加
を

い
た
だ
き
、
京
都
労
福
協
と
各
事
業
団

体
の
平
成
24
年
度
要
請
書
を
京
都
府
に

対
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　

京
都
府
か
ら
は
田
中
商
工
労
働
観
光

部
長
・
安
楽
岡
理
事
兼
雇
用
政
策
監
を

は
じ
め
と
す
る
方
々
に
出
席
い
た
だ

き
、
京
都
労
福
協
と
各
事
業
団
体
よ
り

要
請
の
趣
旨
説
明
を
行
い
、
京
都
府
の

考
え
方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

●
京
都
市
要
請

　

12
月
13
日
（
火
）、
ル
ビ
ノ
京
都
堀

川
に
於
い
て
、
京
都
市
要
請
を
行
い
ま

し
た
。
連
合
・
総
評
、
労
金
・
全
労
済
・

総
合
会
館
、
南
・
伏
見
各
地
区
労
福
協

の
代
表
者
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
平
成

24
年
度
要
請
書
を
京
都
市
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

京
都
市
か
ら
は
西
出
文
化
市
民
局

長
・
石
田
勤
労
福
祉
青
少
年
担
当
部
長

を
は
じ
め
ご
出
席
い
た
だ
き
、
要
請
の

趣
旨
説
明
の
後
、
京
都
市
の
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

●
各
地
区
労
福
協
要
請

乙
訓
地
域
要
請　

11
月
８
日

　

（
長
岡
京
市
・
向
日
市
・
大
山
崎
町
）

中
丹
地
域
巡
回
要
請

　

11
月
７
日
（
舞
鶴
市
・
綾
部
市
）

　

11
月
17
日
（
福
知
山
市
）

南
山
城
南
部
地
域
要
請　

10
月
25
日

　

（
井
手
町
・
笠
置
町
・
南
山
城
村
）

南
山
城
北
部
地
域
要
請　

11
月
15
日

（
宇
治
市･

城
陽
市･

八
幡
市･

京
田
辺

市
、
宇
治
田
原
町
）

丹
後
・
宮
津
地
域
要
請　

11
月
29
日

（
京
丹
後
市
・
宮
津
市
・
与
謝
野
町
・

伊
根
町
）

各
地
区
で
周
年
記
念
行
事
開
催

平
成
24
年
度　
　
　
　
　

自
治
体
要
請
行
動
を
実
施

中
央
労
福
協
第
60
回
定
期
総
会
開
催

京
都
勤
労
者
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
開
催

第
62
回
勤
労
者
野
球
大
会
実
施

　
　
　
　

～
古
賀
新
会
長
選
出
～
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　絆でつながる助け合いの輪を
　　　　復興・再生につなげよう！


